
承認第 5号

専決処分事項の承認について

橋本市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について、急施を

要するため、地方自治法(昭和 22年法律第 67号)第 179条第 1項の規定に基づ

き、別紙のとおり市長において専決処分したので、同条第 3項の規定により議

会に報告し、承認を求める。

令和 4年 4月 25日 提出

橋本市長  平木 哲朗
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専決処分について

橋本市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について、急施を

要するため、地方自治法 (昭和 22年法律第 67号)第 179条第 1項の規定に基づ

き、
′
丹ll紙のとおり市長において専決処分する

`

令和 4年 3月 31日 専決

橋本市長  平木 哲朗
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橋本市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例

橋本市消防団員等公務災害補償条例 (平成 18年橋本市条例第 224号 )の一部を次のように改正する。なお、改
正部分は、次の

表中下線の部分である。

附 則

この条例は、令和 4年 4月 1日 か ら施行する。

改正前

(休業補償 )

第
二念救蒼塁藝だ綴昇尋言父含蕉哲甚轡ぁ垂援だ権蜜壱電雪τ言竺ち言皆
傷 し、又は疾病にかか り、療養のため勤務その他の業務に従事すること

ができない場合において、給与その他の業務上の収入を得ることができ

ないときは、市は、休業補償 として、その収入を得ることができない期

間につき、補償基礎額の 100分の 60に相当する金額を支給する。ただ

期間の休業補償は、行わない。その拘禁 され、又は収容 されている

合 を

し 、

改正後

(休業補償 )

第 8条  非常勤消防団員等が公務により、又は消防作業等に従事 し
くは救急業務に協力 し、又は応急措置の業務に従事 したことによ

傷し、又は疾病にかかり、療養のため勤務その他の業務に従事す

ができない場合において、給与その他の業務上の収入を得ること

ないときは、市は、体業補償 として、その収入を得ることができない期

間につき、補償基礎額の 100分 の 60に相当する金額を支給する。ただ
†める場合に限る。)に は、その拘禁され、

又は収容 されている期間については、休

れに準ず る施設 に収容 されている場合
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し 、 |こ でカ

ず る柿設 に拘禁 されている場

業補償は、行わない。
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